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論文題目 High-mobi1ty group box 1 restores cardiac dysfunction after 
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[論文審査結果要旨]









たHMGBI-Tgは野生型マウス (Wildtype， Wt)と比較して，心筋中の HMGBl蛋白量は
約4倍で、あったが，定常状態において心機能に違いを認めなかったものの，心筋梗塞
4週後では， HMGBI-Tgマウスは Wtと比較して綬塞サイズを約 27%縮小させ (35士
1 % vs. 49士3%，Pく0.05)，さらに死亡率を約 50%改善させた (31% VS. 62 %， Pく0.01).
また，心筋梗塞後の毛細血管，和i小動脈の発達は， HMGBI-Tgにおいて有意に充進し
ていた.
以上の結果から.HMGBlは血管新生を充進させることにより，梗塞サイス、を減少
させ，心筋梗塞後の心機能低下を抑制しと考えられ， HMGBlは心筋梗塞後の心筋リ
モデリング左心不全への進肢を抑制する新たな治療ターゲットの一つに成り得る事が
示唆され，さらに，今後の薬物治療法の可能性をも示唆した.以上より審査委員会は，
本研究が医学博士(博士課程)に値するものと判断した.
